






（原稿は平成 27年 11月に作成）

年 10 回

部員まで

（奥久慈滝川渓谷）
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公民館の同好会・サークルでは、初心者からベテランまで、多くの方が

楽しく活動しています。あなたも公民館へ見学に来てみませんか。

同好会・サークルを紹介します同好会・サークルを紹介します

同好会名 主な内容 活動日時 会員数
1 パン作り同好会 パン作り 第 2 木  9 :00 ～ 13:00 9
2 二中地区料理同好会 料理 月 1 回 不定期 日  9 :00 ～ 13:00 9
3 二中地区そば打ち同好会 そば打ち 第 1 日  9 :00 ～ 13:00 34
4 茨城獅子頭彫刻研究会 土浦教室 獅子頭彫刻 毎週 金 13:00 ～ 16:30 12
5 バード・カービング 木彫り小鳥の作成 第 2･4 土 13:00 ～ 16:00 5
6 面恋会 面製作 毎週 木 18:30 ～ 21:00 8
7 きだまり洋裁サークル 洋裁 第 1･3 木  9 :30 ～ 17:00 10
8 フォトグループ「いずみ」 写真 第 1 土  9 :30 ～ 11:00 12
9 二中地区写真同好会 〃 第 4 日 18:00 ～ 21:00 20
10 一葉会 絵手紙 第 2 水  9 :30 ～ 12:30 12
11 アロマ同好会 アロマセラピー 第 3 金 19:00 ～ 21:00 10
12 湖北将棋クラブ 将棋 毎週 日 13:00 ～ 16:00 15
13 二中地区囲碁同好会 囲碁 毎週 土 13:00 ～ 16:00 21
14 生け花同好会 生け花 第 2･4 木 10:00 ～ 13:00 6
15 盆草会 盆栽 第 2 土 13:00 ～ 16:00 21
16 彩雅会 水彩画 第 1･3 金 13:00 ～ 16:00 13
17 游画会 油絵 第2･3･4（第3のみ１日） 火 13:00 ～ 17:00 10
18 ハーモニックスゆうゆう ハーモニカ 第 1･3 水 10:00 ～ 12:00 8
19 琴友会 大正琴 毎週 木 13:00 ～ 16:00 9
20 ハピレレ ウクレレ 毎週 土  9 :00 ～ 12:00 12
21 カラオケ　花みずき カラオケ 第 1･3 木 13:00 ～ 15:00 10
22 スイング同好会 〃 毎週 火 13:00 ～ 15:00 16
23 吾亦紅俳句会 俳句 第 4 土 10:00 ～ 12:00 6
24 ムービングストレッチ ストレッチ体操 毎週 木 19:00 ～ 20:30 22
25 のびのびストレッチング 〃 毎週 火 13:30 ～ 15:00 25
26 パドル体操同好会 〃 第 1･2･4 水 10:00 ～ 12:30 12
27 土筆会 〃 毎週 火 10:00 ～ 12:00 15
28 リフレッシュ　ヨガクラブ ヨーガ 毎週 土 10:00 ～ 13:00 25
29 二中公自力整体同好会 自力整体 毎週 水 19:00 ～ 21:30 10
30 モンキーの会 ボディバランスエクササイズ 第 1 土 10:30 ～ 12:30 13
31 ＴＳＳクラブ土浦 スクエアステップ 第 2･4 日  9 :30 ～ 12:00 10
32 睦友会 太極拳 毎週 水 13:00 ～ 16:00 26
33 和功会 〃 毎週 土 13:00 ～ 15:30 11
34 そよかぜフォークダンス フォークダンス 毎週 土 18:30 ～ 21:00 10
35 さわやかフォークダンス 〃 毎週 木 13:30 ～ 16:30 11
36 フォークダンス　ステップワン 〃 毎週 金  9 :30 ～ 13:00 11
37 リコフラサークル フラダンス 月１回 日  9 :30 ～ 13:00 17

滝
川
渓
谷
の
遊
歩
道
内
に
は
７
つ
の
滝

（
他
、
名
の
無
い
滝
48
滝
）
が
連
続
し
、

天
気
の
良
い
日
で
あ
れ
ば
、
爽
や
か
な
爆

音
と
紅
葉
を
交
え
た
渓
谷
美
の
中
を
歩
く

の
は
最
高
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
誰
も
が

思
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
前
夜
か
ら
の
雨

も
降
り
や
ま
ず
、
現
地
へ
行
っ
て
か
ら
行

程
を
決
め
ま
す
と
の
委
員
長
の
挨
拶
で
し

た
。
雨
具
を
着
て
、
傘
を
さ
し
、
濡
れ
落

葉
を
一
歩
ず
つ
踏
み
し
め
な
が
ら
、
巨
大

な
奇
石
の
間
を
滑
ら
な
い
よ
う
に
、
渓
流

の
音
を
聞
き
な
が
ら
天
然
の
老
木
が
生
い

茂
る
２
時
間
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
落

伍
者
も
な
く
、
汗
を
か
き
、
円
満
な
笑
み

を
も
っ
て
達
成
し
た
喜
び
の
顔
・
顔
は
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
参
加
者
の
中
に
80

歳
以
上
の
方
も
数
名
お
ら
れ
拍
手
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
昼
食
兼
温
泉
入
浴

で
身
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
、
親
睦
を

図
り
、
蜜
入
り

の
リ
ン
ゴ
を
美

味
し
く
い
た
だ

き
、
雨
に
も
負

け
ず
参
加
者
80

名
、
楽
し
い
研

修
の
一
日
で
し

た
。

 

雨
の
奥
久
慈
滝
川
渓
谷
ハ
イ
キ
ン
グ

飯
田
　
悦
子
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稽
古
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
キ
ラ
ラ
ま
つ
り
、

鹿
島
神
社
例
大
祭
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行

事
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
味
噌
作
り
、

歩
く
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
事
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ

ん
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

真
鍋
一
丁
目
子
ど
も
会
育
成
会
は
、
昭

和
51
年
９
月
、
行
政
区
画
変
更
に
よ
り
発

足
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
小
学
生
60
名
、

中
学
生
25
名
の
85
名
の
会
員
で
し
た
が
、

現
在
は
小
学
生
15
名
、
中
学
生
６
名
の
21

名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
行
事
参
加
・
活
動
と
し
ま
し
て

は
、
公
民
館
清
掃
、廃
品
回
収
、霞
ヶ
浦
・

新
川
清
掃
大
作
戦
、鹿
島
神
社
例
大
祭
、

市
民
体
育
祭
、ク
リ
ス
マ
ス
会
、二
中
地

区
歩
く
会
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ

真
鍋
二
丁
目
子
ど
も
会
育
成
会
は
、
現

在
、
幼
児
７
名
、
小
学
生
33
名
、
中
学
生

１
名
の
計
41
名
の
子
ど
も
会
員
、
30
名
の

育
成
会
員
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

27
年
度
の
活
動
と
し
て
、年
に
５
回
の

廃
品
回
収
、４
月
に
新
一
年
生
と
の
対
面

式
、
町
内
桜
祭
り
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

６
月
に
は
、
恒
例
と
な
っ
た
バ
ス
旅
行

で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
タ
ジ
オ
パ
ー
ク
と
国
立
科

学
博
物
館
を
見
学
し
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
作

り
の
体
験
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
ク
イ
ズ
を

楽
し
み
ま
し
た
。
本
物
そ
っ
く
り
の
展
示

物
に
皆
、
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

７
〜
８
月
は
小
学
校
プ
ー
ル
、
太
鼓
の

私
た
ち
真
鍋
三
丁
目
子
ど
も
会
育
成
会

は
、
町
内
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
年
間
を
通
し
て
親
子
で
楽
し
め
る

行
事
を
行
っ
た
り
、
地
域
の
お
祭
り
に
参

加
す
る
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

行
事
の
一
つ
と
し
て
バ
ス
旅
行
が
あ
り

ま
す
。
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
子

ど
も
た
ち
に
も
人
気
が
あ
り
、
毎
年
定
番

子
ど
も
会
育
成
会
紹
介  

⑴

子
ど
も
会
育
成
会
紹
介  

⑴

今
回
よ
り
３
回
に
わ
た
り
、
二
中
地
区
の
子
ど
も
会
育
成
会
を

順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。（
原
稿
は
Ｈ
27
・
11
月
に
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
）

今
回
よ
り
３
回
に
わ
た
り
、
二
中
地
区
の
子
ど
も
会
育
成
会
を

順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。（
原
稿
は
Ｈ
27
・
11
月
に
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
）

二 中
地 区
二 中
地 区
二 中
地 区

真
鍋
一
丁
目

会
長
　
山
口
　
由
美
子
　

真
鍋
二
丁
目

会
長
　
櫻
井
　
裕
子
　

真
鍋
三
丁
目

会
長
　
宮
田
　
美
和
子
　

真
鍋
四
丁
目

会
長
　
平
出
　
由
紀
　

ス
旅
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、「
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
の
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
と
、
ホ
テ
ル
バ
イ
キ
ン
グ
を
親
子
24

名
参
加
に
て
、楽
し
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
相
互
の
信
頼
に
基

づ
き
、
互
い
の
親
睦
を
深
め
、
地
区
長
・

町
内
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
町
内
で
は
９
月
の
敬
老
の
日

に
、
子
ど
も
た
ち
が
高
齢
者
に
お
ま
ん

じ
ゅ
う
と
お
手
紙
を
渡
す
と
い
う
行
事
を

行
っ
て
い
る
。

の
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
は

春
に
行
っ
て
お
り
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
楽

し
く
過
ご
す
事
が
で
き
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
夏
休
み
に
あ
る
「
真
鍋
の
お
祭

り
」
で
は
、
お
囃
子
の
練
習
な
ど
を
通
し
て

町
内
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
が
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
良
い
体
験
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
行
事

計
画
や
育
成
会
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

チキンラーメンファクトリー

国立科学博物館

東京ディズニーリゾート
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「
◯
◯
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
」
と
手
を
振
っ
て
あ
い
さ
つ
し
て
く

れ
る
子
、
言
葉
は
な
く
て
も
会
釈
や
目
を

合
せ
て
く
れ
る
子
と
、
私
た
ち
の
町
内
の

子
ど
も
た
ち
は
、
元
気
で
気
さ
く
な
雰
囲

気
で
す
。
小
学
生
31
人
、
中
学
生
23
人
と

決
し
て
大
き
く
は
な
い
規
模
だ
か
ら
こ

そ
、
行
事
の
度
に
顔
を
合
わ
せ
、
協
力
し

合
う
事
で
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
間

に
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が
生
ま
れ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

行
事
と
し
ま
し
て
は
、
春
の
総
会
に
始

ま
り
、
親
睦
会
、
廃
品
回
収
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
、
歓
送
迎
会
等
を
中
心
に
育
成
会
の

行
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市

民
体
育
祭
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
鹿
島
祭

二
中
地
区 

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
活
動
紹
介

副
会
長

　伊
勢
　重
憲

真
鍋
五
丁
目

会
長
　
石
引
　
秀
子
　

民
生
委
員
児
童
委
員
24
名
、
主
任
児

童
委
員
２
名
の
総
勢
26
名
が
所
属
し
、

担
当
地
域
を
中
心
に
福
祉
的
課
題
解
決

の
た
め
行
政
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
と
連
携
し
て
日
々
積
極
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て

①「
赤
ち
ゃ
ん
お
め
で
と
う
訪
問
事
業
」

を
市
よ
り
受
託
し
、
生
後
４
ヵ
月
の

新
生
児
が
い
る
家
庭
を
訪
問
し
、
お

祝
い
と
子
育
て
情
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

※
平
成
27
年
１
月
～
11
月
迄
の
実
績

　
（
１
３
０
世
帯　

月
平
均
12
世
帯
）

②
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」（
５

月
12
日
）
に
は
、
地
元
介
護
施
設
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

③
二
中
地
区
文
化
祭
へ
の
参
画
で
は
、

礼
等
に
も
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
の
も

と
に
積
極
的
に
参
加
す
る
事
が
出
来
て
お

り
ま
す
。

ご
協
力
下
さ
い
ま
す
皆
様
に
感
謝
し
つ

つ
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
一
つ
で
も
多

く
咲
か
せ
ら
れ
る
事
を
目
標
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

他
町
内
で
も
敬
老
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
や

行
事
を
行
っ
て
い
る
が
、
私
た
ち
は
、
子

ど
も
た
ち
と
高
齢
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。

そ
の
行
事
は
、
子
ど
も
と
保
護
者
４
～

６
人
が
１
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
高
齢
者
の

お
宅
を
一
軒
一
軒
訪
問
し
、
お
ま
ん
じ
ゅ

う
と
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
お
手
紙
を
手

渡
し
す
る
。
そ
の
時
に
子
ど
も
た
ち
が
、

お
祝
い
と
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
は
、
最
初
恥
ず
か
し
そ
う
に

す
る
が
、
高
齢
者
に
声
を
か
け
ら
れ
る
と

笑
顔
に
な
り
、
高
齢
者
も
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
を
見
る
と
う
れ
し
そ
う
な
表
情
を
浮

か
べ
、
そ
の
や
り
と
り
が
と
て
も
心
温
ま

る
も
の
で
あ
る
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
環
境
づ
く
り
や
行

事
計
画
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
し
、
売

上
金
を
寄
付
さ
せ
て
頂
い
て
ま
す
。

各
委
員
が
、
担
当
地
域
の
見
守
り
を

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
心
配

ご
と
、
悩
み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
声
を
お
か
け
下
さ
い
。

火
花
　
　
又
吉
　
直
樹

島
と
ぼ
く
ら
と

　
　
　
　
辻
村
　
深
月

真鍋四丁目公民館

東京ディズニーリゾート

介護施設にて

最後のどんでんがえし
にビックリです !!

（Nさん）　
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公
民
館
ま
つ
り
い
か
が
で
し
た
か
。

　
「
熱
い
木
田
余
」
に
負
け
ず
、
各
地
区

の
盛
り
上
が
り
に
、
こ
の
「
や
す
ら
ぎ
」

が
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 編

集

後

記

編

集

後

記

編

集

後

記

今
、
木
田
余
地
区
で
は
土
地
改
良
区
を

中
心
に
農
家
組
合
、
木
田
余
地
区
資
源
保

全
会
（
Ｈ
27
発
足
）
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
組
織

が
一
体
と
な
っ
て
地
域
全
体
を
改
善
し
て
い

こ
う
と
意
気
盛
ん
で
す
。
農
業
を
大
切
に

し
た
安
全
で
住
み
よ
い
地
域
、
絆
と
連
携

の
強
い
地
域
を
目
指
し
、
活
動
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
木
田
余
土
地
改
良
区

が
「
多
目
的
機
能
支
払
い
交
付
金
制
度
」

を
活
用
し
「
木
田
余
地
区
資
源
保
全
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
組
織
の
目
的

は
木
田
余
地
区
の
農
業
環
境
の
改
善
は
も

と
よ
り
、
組
織
活
動
を
通
し
て
町
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
り
、
地
域

の
課
題
解
決
や
よ
り
良
い
方
向
へ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
を
町
内
の
方
々
と
推
進
し

て
い
く
こ
と
で
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
は
住
民
に
よ
る
草
刈
り
や
水
路
の
泥

上
げ
等
（
82
人
参
加
）
で
す
が
、
今
後
は

地
域
行
事
の
継
承
や
文
化
の
伝
承
な
ど
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
推
進
も
目
指
し
て

市
民
委
員
会
環
境
部
は
、
各
町
内
か
ら

の
15
名
の
部
員
と
公
民
館
職
員
の
皆
様
と

一
緒
に
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

部
員
の
熱
意
に
よ
り
今
年
度
は
、
第
44

回
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル
」
優
秀

賞
、
併
せ
て
推
薦
に
よ
る
第
43
回
「
花
と

緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
」
県
民
会
議

理
事
長
賞
、
ま
た
、「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

運
動
県
民
コ
ン
ク
ー
ル
」
優
秀
賞
と
い
う

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

二
中
地
区
公
民
館
の
玄
関
先
で
皆
様
を

賑
や
か
に
出
迎
え
た
様
子
を
写
真
で
報
告

し
ま
す
。

地
球
規
模
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
が
フ
ラ
ン

ス
・
パ
リ
で
１
９
５
ヶ
国
参
加
に
よ
り
議

論
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
身
の
周
り
で

も
、
自
然
環
境
、
生
活
環
境
、
快
適
環
境

等
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
一
人
一

人
が
環
境
問
題
を
考
え
行
動
す
る
「
人
づ

く
り
」
が
重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
皆
様
で
安
心
安
全
な
町
づ
く
り
を
目

指
し
、
行
動
し
ま
し
ょ
う
!!

お
り
ま
す
。
町
内
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
、
こ
れ
ら
の
組
織
を
通
し
て
町
内
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
や
場
が
多
く

な
り
、
地
域
改
善
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
話

題
が
熱
を
お
び
て
い
ま
す
。

「
今
、
木
田
余
が
熱
い
!!
」

（
木
田
余
地
区
資
源
保
全
会
・
記
）

木
田
余
地
区
資
源
保
全
会

 「
今
、
木
田
余
が
熱
い
!!
」

▲ 役員会での熱い話し合い

▲  水路の泥上げ（ミイザライ）

現場での和やかな談話

 「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
受
賞

環
境
部
部
長
　
荒
井
　
榮
一

（8）


